
広島市立安佐市民病院を受診された患者様ヘ

当院では下記の臨床研究を実施しております。

本研究の対象者に該当する可能性のある方で、診療情報を研究目的に利用されることを希望

されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせください

研究課題名 当院における院内転倒・転落の現状

研究責任者

(所属科名)

小林浩介 (リ ハビリテーション科 )

本研究の目的・意義

本研究の目的は、当院入院患者の転倒 口転落事故の傾向を分析 し、その

内的要因 日外的要因の問題点から転倒・転落のリスクを明らかにして、

有効と考えられる予防策を検討することである。安全な医療環境の提供

に寄与すると考える。

調査方法・研究期間
後方視的調査。

データ収集期間 :2021年 4月 ～2023年 3月

研究期間 :2023年 12月 までを予定しています。

該当資料 ロデータ

★対象となる患者様                        |
2021年 4月 ～2023年 3月 までに安佐市民病院に入院し転倒・転落した方。|

★利用する情報

調査期間中に提出された IAレポー トから転倒・転落事故を抽出し、電子

カルテに記載のある診療記録を利用します。

(①転倒・転落が原因で生じた有害事象、②発生時間帯、③発生場所、

④発生までの日数、南 2病棟/1CUへの入棟の有無、⑤入院期間、⑥転倒 ロ

転落回数、⑦入院区分 (緊急/予定)、 ③認知機能、⑨介護度、⑩発生時

の状況、①発生要因 (内 的要因、外的要因)、 ⑫基本的動作能力、⑬疾患

名)

個人情報の取 り扱い
利用する情報から氏名や住所等の患者さまを直接特定できる個人情報は

除外致 します。また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、そ

の際も患者さまを特定できる個人情報は利用しません。

共同研究機関 なし。

本研究の資金源

(利益相反)

本研究に関連 して、開示すべき利益相反関係にある企業等は存在 しませ

ん。

お問い合わせ先 電話 :082-815-5211

担当者 :小林浩介 (リ ハビリテニション科 :理学療法士)
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